
小学生の地理的意識と描図力について

稲葉元亮

1. はじめに

小学校社会科における地図指導は社会科の目標を達成するために重要なものであり、児童

の発達段措や学年の目標に応じた適切な指導が望まれる。そこで児童に地闘を書いてもらい

そこから地理的意識と描図力を明らかにし適切な地図指導を行うための試みとしたい。

2. 調査方法

調査方法は 1年から6年までの児童311名に「学校から家までの道路とその途中に見られ

るもの」の地図を書いてもらい、その内容や表現方法を、 1 ) 地図の表現方法が絵図、絵

地図、地図のうちどれか。 2) 方位は正しいか。 3) 角度は正しいか。 4) 距離は正

しいか。 5) 記号について。の各視点から分析した。紙の大きさは84判であるカ、i枚数は

制限しなかった。また書く方法や内容についても制限をせず、なるべく自由に書かせ、児童

の地理的意識や地図学習の効果が地図に反暁されるようにしたの

3. 地図の分析

1 ) 絵図、絵地図、地図

児童の書いた地図を3つの型で分類した。児童の意識カ、i拡大・構造化し抽象化する力が増

すにつれて、絵図から絵地図そして地図といった表現が可能になると思われるo 第 1図では

3年になって絵図表現がなくなり、地図表現が急増しているo この急激な変化は発達による

ものではなく地図学習の結果と考えられる o しかし4年以降では、小縮尺の地図を多く利用

し読図が主となるせいか、 5、6年でも絵地図表現が 40%以上あるっそこで高学年でも一

度大縮尺の地図を作る学習をし、 3年の地図学習を確認する必要があると思う。
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2) 

隠の上を~tfこしたものや正しく方位記号を使った者を第 2 関でみると、 3 6年以外で

は大体 20受話以下となっている窃 3年で高いのは、 3年になって方位の学界があるためと患

われる。この内、方位記号を告を用した者は4年で 1入、 6年で27名で、あったの

また方位記号を正しく痩用した者の中で、関の上も北ιした者は 1人しかし、なかった。こ

の事から方位を正しくしなかった者の中でも、実際の方役を正Lく認識している者もいると

考えられる。方伎の正しい者が3年と比べて 4、5生存で少ないことから、 4、5年でも地閣

を利用する時は常に方{立に詑意する必要がある。特に方位学汗の時:に、万位を実襟の土地と

るととは、頭の中で嘆際の土地を想認しそこから方位の正しい地簡を作る

時の重要な決め手になると思われる。なぜなち東西高北のそれぞれの方位向上の自立つ建物や

地形と方{立を結びつけ ることにより、頭の中広方位の悪様が形成されるからである

従って方控学習では、実際の方位がどちらで地図ではそれがどの方向なのかをはっきり擁認

させる必要があるo

3) 角鷹

角度広対する正しし どれだけあるか、道銘の角設か 3閲では、どの学

も10名前後しか正しい者がし、ない結栗になっている合誤りのほとんどはわずかな角度の

ある所を霞線や霞角として単純に書いているものである O さらに3年以上につし

しし、地関と誤った地閣を、方位・距離が正しいかどうか、地図表現されているか、どれだけ

されているかという点から比較した。

第 1表で拭角度の正しい方がほとんど上阿る結果になっている。特に距離の正しい者の割

合は角変の正しし、方に多い。これらから角度の正しい地国令書いた児童は距離に対しても正

しい認識を持っており、地図表現や記号化率も高いことから事物を抽象する力も高いといえ

る。これちの事から、距離感や方向感を高める指導が行なわれま1ば全体的にすぐれた地関が

ると思うむ具体的な指導としては、低学年で地図を扱う場合、道路は直線に

る道路も直角にすべきである。また教室内で告分や友人の位置がどこかを確かめる誤練をす

ると方向感覚も高まると思う。中学年では身近な地槙からゆるやかなカー

する月号を見つけ、地問化し、ぞれを正しい物と比較し訂正するなどLたらよいと思う。この

場合、常に全体的視野広立って書くことを強調しなければならなし、

じ距離

距離を正確に表現しているかについては、道路の臣離の比例調係から調べた母第 3~査では

距離の正しい者はほとんどの学年で 10%以下しかなく学年三をは少なし、。角変の正しい者と

34 



角度の正しし地凶

角度の正しくない端潤

第 3表

学年

平均記号使用数

総種類数

第4表

子 5 大
11 3 吸掛+

寸
運漕調度

2 

地図表現

58% 

4 8 

3 

21 J大
11 

V 
問
間!苫指翻

位置。

100 

89 

4 

58 大 57 
40 rr 46 
26 V 31 
23 。16 
17 J[ 16 

方位。 距離O 記号化率

2 8 2 8 3 0 

2 9 4 2 3 

5 e 合計

大 31 大 39 大 206 
脊 11 牛 27 11 105 

C住コ宅 3 I J 16 V 61 

)[ 2 じコ 7 弓子 43 

一「 守子 ? J[ 35 

比較しても少なく、児童にとって距離を正しくとらえることは難しいようである。誤りの原

悶は書き出しと吾標の位置を紙面の中であらかじめ定めずまこ書くことによるものが多い。正

しかった者を部落加にみると、 しているが、理由

に枝分れ道が等詩掃にあり距離をはかりやすいためと思われる。 3

2表では距離の正しし

、ことと途中

、て距離の正

とんどの分析現在しかった者と誤った者とι分け分析

ιおいて上まわる結果が出ている。 しい者の割合は距離の正しし 、o fJlJ 

に調べた角度の場合でも同様の結果が出たことから、距離・角度

し、しかもそれらの者は地図表現力や記号を使う能力が高いことがわかったっそこで距離
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に関する指導としては、低学年では事物の位震の膿序を正しく記きい脅し表現できるようにし、

中学年ではそれらの問の産離関係者地図にましく表現させ、目標物のない所でも全体との関

連をはかり短離をとらえるようにするのがよいと，思う。また自分の足で亭いて地図を作り、

正しい物と比較し訂正することは実際の土地と地図を結びつける意味で必要である。

5) 記号

地童の書いた地障の中で使用された記号について述べると、第3 l入あたりの記号撞

類数は 1、2年では1種類に満たないが、地国学習が本格的になる 3年では3.6種類とその

結果が明確に表われている。しかしその後は、 4年 5年と減り続け、 6年でも 2.3種類で3

年に比べて少なし、。また学年毎の総種額数でも 3年が一番多く 20;犠類で、学年による増減

の傾向も 1人当りの記号種額数と似た結果になっている。

第4表では、多く使用されている記号をあげた。 してみると、 「合Jが多く、

次いで fllj rVJ r脊j リ町となっていて日常自につく物がし、ちばん多いつまた自分で

イソデックスをつけた者も 5名いたが、自分勝手な記号をつけているのが半分くらい見られ

た。地に)11の表現をどうするかについては苦労している児叢が多く、 )11だけを絵的にあらわ

し他は地国表現しているのが多く見られ、住による区尉の方法など指導に工夫を要すると思

う。記号は地閣を描きやすく、また読みやすくするために事物の特徴をとらえて抽象した物

であれ一種の約束事であるa 記号の学習は漠然と教科書や地問帳の記号を暗記するのでは

なく、何の為記号令使うのか、またどういう事が一つ一つの記号には意味されているかとし、

うことを、記号学習の最初に克叢の日常自につく物やその地域の特徴的なものを中心に理解

させるべきである。そうすれば、自分勝手な記号よりも、一般的拡梗荊されている記号の方

が相手にはわかりやすいという事にも気づくはずである。

S. 結論

これまでの分析結果から、小学校での地濁首導、特に大縮尺の地舗の作調指導に関してい

えば、 3年生での地国指導により、地図表現もふえ記号も多く使用されるように者り、方位

に対する理解もJちるようだが、 4年5年で忘れられている結果が出ている。従って3年生の

地関学習でやったことを、 4年.5年・ 5年でも地歯を利用する時は思い出させる必要があ

る。また 5年になっても絵地図表現が40%以上あり、問題であると君、う C そこでちょうど

葬数科で拡大・縮小の学習がある事から、 e年で3年の時に行った諜な大縮尺の地問指導が

行設われると、より指導が懲底すると思う。また角度・距離の正しい先輩が少なかったこと

や、角度・距離の正しい者は全体的に優れた地図を書いていた事から、記号ぞ壊現方法など

の形式的なことだけでなく、躯離感や方向感といった空間意識に車接儲きかける指導が、低
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学年の時より難続して行なわれれば、 3年以降の地留学留の時に地留の理解や表現力も壊す

と患われる。特に方位・角度・距離の正しい地図を議くための注意として大切なことは、常

に全体から部分を考え、その地点の方位・角度'fEe離・面積を定めることであると患九
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